
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【引津小学校の本年度の重点目標】 

～考えて動く子ども～ 

〈学び合い・学習の準備〉〈ふわふわ言葉・もくもく掃除〉〈進んであいさつ・安全な行動〉 

引津小学校 学校だより １３号 

 
令和元年９月１３日（金）                     文責：校長 大谷俊浩 

実実りりのの秋秋、、充充実実ししたた２２学学期期ににななるる  
よよううにに取取組組をを進進めめまますす。。  し お か ぜ 

〈 通学合宿に頑張っています！ 〉 

買い物、調理、洗濯、掃除、宿題、就寝準備などを、地域のボランティアの方の協力をいただ

きながら、自分たちの力でやり遂げる生活体験学習の“通学合宿”が今年も始まりました。 

９／１０（火）～９／１４（土）までの４泊５日間、引津公民館に宿泊しながら、男子１０名・

女子１０名の２０名（３年生～６年生）が集団生活を送ります。事前の申込では、定員を超える

申込があったため、残念ながら今回は参加できない人も出たようで 

す。通学合宿は、親元を離れ異年齢集団で生活体験を行うことが特 

徴で、合宿をとおして「人との関わり方」を学んだり、「親のありが 

たさ」を感じたり、「地域の方とのふれあい」を楽しんだりと、日頃 

の生活ではできない貴重な経験をすることができます。通学合宿は、 

福岡県の旧庄内町が発祥で、全国に広がっている取組です。実施に 

際しては、公民館の皆様をはじめ、区長会、民生委員、青少年育成 

指導員会など、多くの方のご協力により成り立っています。 

また、入浴に関しては、地域の方の自宅のお風呂をお借りする 

“もらい湯”が３日間あります。他人の家のお風呂を貸してもらう 

上で、マナーを守って使わせていただくことも、また貴重な体験で 

す。途中、体調を崩したりケガをしたりせず、最後までやり遂げて 

くれることを期待しています。 

【通学合宿の効果】 

 下の図は、国立青少年教育振興機構が作成した調査方法（ＩＫＲ調査）をもとに、通学合宿に参

加した児童と参加しなかった児童を対象に行われた調査結果です。（福岡県） 

① 参加児童と不参加児童の事前調査では、値はほぼ同じ。 

② 合宿終了直後の参加児童の値は、参加前よりも 10.2 ポイント高くなっている。 

③ 参加児童の１か月後の再調査では、1.2 ポイント下がっているが、合宿前よりも 8.8 ポイント

高い値を保っており、不参加児童よりも９ポイント高い。 

この結果からも、通学合宿が児童の心身にとっていい影響を与えることが分かります。 

  

 

〈ＩＫＲ調査とは？〉 

「生きる力」を調査する評 

価方法で、「心理・社会的能 

力」「徳育的能力」「身体的 

能力」からなる評価項目に 

対して自己評価をするもの 

です。 
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【調理の様子】 

【ＯＢの中学生もお手伝いに】 

裏へ 



 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〈教職員の夏休み中の校内研修の紹介〉 

 

〈 もくもく掃除に頑張っています！〉 

９／４（水）、全校一斉に１時間を使って、

掃除の仕方を確認しました。ほうきの使い方、

雑巾がけの仕方など、どうしたら時間内にすみ

ずみまで掃除ができるのかを確認しました。 

子どもたちは、先生とともに額に汗しなが

ら、一生懸命掃除に取り組みました。そして、

次の日からは今まで以上に熱心に掃除に取り

組む子どもの姿が見られるようになりました。 

 

〈“ねる読（どく）”の取組を始めます！〉 
読書の重要性や効果については、これまでも“学校だより”等でお知らせしてきましたが、

家庭での読書習慣をさらに育成していくために、ＰＴＡとも連携して家庭での読書「家読（う

ちどく）」を進めていきます。これまでは、家読を進める中で、本を読む時間帯などは決めてい

ませんでしたが、２学期からは、夜、寝る前の読書『ねる読』を進めていきます。 

就寝前１～２時間は、テレビ・ゲーム・スマホなどの光刺激から離れることが良質な睡眠の

ために必要であることが、脳科学の見地からも明らかにされています。また、寝る前の読書は、

睡眠のためにも良いこと、そして読書活動そのものが心の成長と学力向上につながることも示

されています。 

読書の時間は、１０分間は確保できるようご指導をお願いします。 

読む本は、最初は絵本や読みやすいものから始めて、少しずつ難しいも 

のや長いものへ挑戦してみましょう。特に、低学年のうちは、保護者の 

方が読み聞かせをしていただいたり、一緒に読んだりしながら読書の習 

慣づくりができるようにお願いいたします。 

※「家読」や「朝読」という言葉は普及していますが、今回、寝る前の 

 読書を進める上で、「ねる読」と本校独自に命名しました。 

〈あいさつ運動ありがとうございました！〉 

ＰＴＡの皆様の協力を得て、９／４（水）

～７（土）まで“あいさつ運動”を実施しま

した。学校の入口４か所に分かれて立哨して

いただき、あいさつ運動とともに登校の見守

りを行っていただきました。当日は、５・６

年生の子どもたちも一緒に参加し、元気のい

いあいさつが響きました。 

【２人で“イチ、ニ”と号令をかけながら雑

巾がけを頑張る子ども】 

【靴入れの中まで丁寧に掃除する子ども】 【８／２９（木）不審者対応研修】 
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